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観測手引 （9）　遊星面の観測
　　　　　　　　　　　　　　木星観測（2）
木星の「SZZ　一＊　9・表面附潮があるが個参照｝・この1職も購す鯛実繭ヒ爾蝿
儲で；ni：9Scv’で南北爾温革嚢である・南北嚇蹄縞及就｛惇1域る周期鳩つrc色
物痩化織・抗してみる・有料大th；一斑は・南鮒に麗し年に依ってX・しく鵡が
強もすつ「「こり，　1又．
殆んご色・彩が判ら
寸㍉　ら『5うじて蕃玩の
凹陥によつ’て其f立
既は知る位の嘉も
ある．最も愛化の
多い縞は：南北爾赤
道婚’縞で，凸凹，
濃淡，突起ジ白嬰占
黒門，掩飢等，大
????????
赤　道
北　半
川　温
日裡によるこれ等の形状は，4く物凄い許りで・其撹厚臼態奄漣績してキヤツチする礒も．
面tkい仕事である・が・小目裡ではこれに無理である・縞の位置緯度は可及的に正しく趨
く嶺が必要で，又，縞の濃さの順位も記罪しておくt良v’・
縞帝の色彩瓢ξは，反射鏡のみ1：よつ一C　IEしく出來るが・同じ反射鍵eい嘔の大’1，1：
より基明確度ば随分．異る．正しい色柔多は15糎以上でないごキヤツチ出來79L・．
1昌1…観取圖醐焔丈F」’（’も良いカ㍉正聯‘時計さへあれ11’・各縞の特徴筋粥｝（例
へば燃白斑・凹下部等々）の木星ディr4クの難産子午線通過時刻を・目測によヒ嗜卜熟して
おくt’其領脚は非常に尽†‘るから，熟鰯醍非試みて頂き度い・（渡邊恒紙が花
山クックhA折鏡でこの観測なさtしてゐt：）これによって木星の自軸速度々頗るil迄く測定
出來るご共に，各椿のズレが正しく判明する．．
榊の帥速度一梅の鱒搬は，何分木骸鹸剰巻いてゐ磯観てみる關
係上，部分によって多少其速度か異1）てるる・帥ち，赤道IY，　（t　9時間50分30・003秒，他の
縞幣に，9時問55分5秒から9時間55分9，4秒位の速度で一自輔する・それで槻測の便宜上こ
れな2つの部分i：分ち，赤道帯なシステムItし・南赤道紬縞の北線から南極迄及，北赤
ミ芭幣縞の南線から北穐迄leシステ’ムIIこし・システム1は9時間50分30・003秒・システム
IIは9時間55分40・632秒こして計算する・從って當課當行の木星見取圖用紙1こω1ω2の2
つがあるが・これはそれぞれシAテムItIIの・光輝ディスク上の中央経度な記入する
欄である．1，IIの短時毎分の馬韓速度表〔工，伊注課長の手許にあろから入用の方は御、、
報な乞ふ，術，本星の中央経度の表は，當課囲報に記載されます．
　木星見取圓用紙lt，いよいよ9月初1：li印刷仕上りますから人用の方ば，伊蓬課長宛飼
料添卜」の上申込まれれい．（伊達）
